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地球にやさしい
「雨水浸透施設設置助成制度」

家庭でできる水害対策
あ
と
1
ヵ
月
も
す
る
と
梅
雨
の
季
節
に
入
り
ま
す
。
こ
の

時
期
に
雨
が
降
ら
な
い
と
夏
の
渇
水
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
雨

は
貴
重
な
資
源
で
あ
る
反
面
、
洪
水
な
ど
私
た
ち
の
生
活
を

脅
か
す
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
四
方
を
河
川
に
囲
ま
れ
た
足

立
区
で
は
、
特
に
雨
と
上
手
に
付
き
合
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
区
で
は
道
路
や
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
で
透
水

性
舗
装
や
貯
留
事
業
等
、
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
行
政
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

区
民
の
皆
さ
ん
に
も
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
の

が
、今
回
、ご
紹
介
す
る
雨
水
浸
透
施
設
設
置
助
成
制
度
(
各

戸
貯
留
・
浸
透
施
設
整
備
助
成
事
業
)
で
す
。
水
害
に
強
く
、

地
球
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
あ
な
た
の
ご
家
庭

で
も
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

雨
水
浸
透
施
設
と
は

屋
根
に
降
っ
た
雨
水
を
ト
イ
か
ら
浸

透
ま
す

穴
あ
き
の
ま
言

や
浸
透
卜

レ
ン
チ
(
穴
の
あ
い
た
排
水
管
)
を
通

し
、
地
下
に
し
み
込
ま
せ
る
も
の
で
す
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
施
設
が
必
要
な
の
?

水
の
循
環

降
っ
た
雨
は
地
面
に
し
み
込
み
、
地

下
水
や
湧
き
水
呉

竹

、
時
問
を
毀
い

て
川
や
酊
へ
流
れ
込
み
ま
す
。
そ
し
て

水
蒸
気
、
雲
と
な
っ
て
、
そ
の
雲
が
雨

を
降
ら
せ
ま
す
。
都
市
化
が
進
む
前
は

こ
の
水
の
循
環
が
う
ま
く
機
能
し
て
い

ま
し
た
。

都
市
化
の
影
響

足
立
区
で
は
、
農
地
の
宅
地
化
や
道

路
の
舗
装
な
ど
の
都
市
化
が
急
激
に
進

行
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
下
水
道
の
整

餝
に
も
力
を
入
れ
た
結
果
、
浸
水
の
被

害
は
ほ
と
ん
ど
な
ぐ
な
り
ま
し
た
。し

か
し
河
川
に
雨
水
が
一
度
に
早
く
流
入

す
る
た
め
、
集
中
豪
雨
の
と
き
に
は
、

河
川
の
は
ん
濫
を
招
き
や
す
く
な
っ
た

と
い
え
ま
す
。

皷
近
夏
が
非
常
に
畧
く
あ
り
ま
せ
ん

か
。
異
常
気
象
の
影
響
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
雨
水
の
浸
首
璽
が
低
下
し
、

拘
晁
玉
が
っ
た
こ
と
も
一
因
に
挙
げ

う
れ
て
い
ま
す
。

大
切
に
し
よ
う
限
ら
れ
た
資
源

限
り
あ
る
資
源
や
、
尊
い
生
命
を
ほ

穹

ん
で
い
る
地
球
環
境
を
守
る
た
め

官
阻
を
循
環
さ
せ
る
、
循
環
型
社
会
の

実
現
が
今
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

区
内
の
公
共
施
設
や
大
規
模
な
民
間

建
築
物
に
お
い
て
も
雨
水
貯
留
・
浸
透

施
設
の
設
甼
隼
臺
め
て
い
ま
す
。
ま

た
河
川
や
水
路
の
水
資
源
を
効
率
的
に

活
用
し
、
水
の
再
利
用
や
循
環
を
図
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
区
内
で
最
も
多
い
面
積
を

占
め
て
い
る
の
は
個
人
所
有
の
家
屋
で

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

雨
水
浸
透
施
設
は
、
す
で
に
一
千
6
5
6戸

の
お
宅
で
設
置
し
て
い
毒
哭

ど
の
よ
う
な

工
事
な
の
?

現
在
の
家
屋
を
解
体
し
た
り
、
改
修

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
屋
の

た
て
ト
イ
か
ら
道
路
の
下
水
道
管
ま
で

の
間
に
、
偕
蛩
ヂ
・
浸
透
ト
レ
ン
チ

を
設
置
す
る
工
事
で
す
(
図
上

。
工

期
は
お
お
む
ね
1
日
で
、
も
ち
ろ
ん
居

住
し
た
ま
ま
で
工
事
が
で
膏
歪
す
。

主な雨水流出抑制事業

雨水貯留施設
大規模な施設では、地下などに雨水貯

留槽を設涵して、流出量の抑制を図っ

ています。区役所庁舎でも貯留槽を設
蹶するとともに、貯留した雨水を厨房

排水、 雑排水などと一緒に浄化し、ト
イレの洗浄水として再利用しています

公園貯留
グラウ ンドなどを一段

切り下げて貯留機能を
持たせています 雨水浸透施設

( 各戸貯留浸透)

貯留水路
不要にな った 水路を生かし、 貯水タ ンクを設置

し、大雨のときに雨水を 一時的にためて、下水道
への流出量を抑制しま す( 一時貯留水路) 。また、

常時水をためておき 消火用水などにも 利用します(

多目的貯留水路)

助
成
の
条
件
と
助
成
金

区
で
は
敷
地
面
積
5
0
0㎡未
満
の
個
人

所
有
の
家
屋
に
対
し
、
雨
水
浸
透
施
設

を
設
置
す
る
場
合
、
工
事
費
を
2
0万
円

ま
で
助
成
し
ま
す
。

助
成
金
は
区
標
準
工
事
費
に
よ
り
算

定
し
ネ
す
の
で
、
申
し
込
み
は
必
ず
工

事
前
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
地
下
水
位
か
高
い
場
所
や
河

川
付
近
な
ど
、
一
部
地
膕
な
ら
び
に
浸

透
施
設
か
ら
公
共
下
水
道
に
接
続
が
困

難
な
敷
地
等
に
つ
い
て
は
助
成
了
忌

い
曼
E

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
敷
地
や

家
屋
に
よ
っ

て
条
件
が
異

な
口
走
す
の

で
、あ
亟
か

じ
め
区
ま
だ

は
施
工
工
事

店
に
お
問
い

合
わ
せ
ぐ
だ

さ
い
。

施工例( 9 年度)

浸透ます 内径茄l m深さ茴l mの円
柱で、底はなく、壁面からも水が
通るようになっています

浸透ト レンチ 幅・深さ4伽mのと
ころに穴の空いた管を配置します

申
・
問
先
=
計
画
調
整
課
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

平
成
1
0年
4
月
1
日

足
立
区
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
施
行

た
ば
こ
・
空
き
缶
・
ガ
ム
・
紙
く
ず

な
ど
の
ポ
て
捨
て
、
犬
の
ふ
ん
の
放
置

は
区
内
全
域
で
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
で
き
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

問
先
川
地
域
振
興
課
美
化
推
進

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

4月4 日から5 月9 日まで、北千
住駅を初め区内6 ヵ所の駅頭で条
例周知キャンペーンを行いました

今号の主な内容
2
・
3
面
ワ
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
「
住
ま
い
の
衛
生
」
相
談
/
国
民
生
活
基

礎
調
査
/
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ
/
7
0歳
以
上
の
方
へ
/
女
性

総
合
セ
ン
タ
ー
の
催
し
/
区
内
施
設
め
ぐ
り

4
・
5
面
マ
国
民
年
金
特
集
/
学
校
ア
ル
バ
ム
/
法
務
局
城
北
出
張
所

6
・
7
面
マ
国
保
「
海
の
家
山
の
家
」
/
都
営
住
宅
入
居
者
募
集
/
催
し
物

ガ
イ
ド
/
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ
/
掲
示
板

8
面
▽
▽
▽
い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
/
花
だ
よ
り
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

◎ おわびと訂正　4 月25日号8 面掲載のあだちカレンダー( 5/ 8 、12、22、26) の「65歳以上無料マッサージ」は、75歳以上の誤りです。
訂正 し てお わ びし ま す。《広 報課 》
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保
健
福
祉
ガ
イ

ド

高
脂
血
症
予
防
教
室

成
人
健
康
診
査
(
区
内
医
療
機
関
実

施
)
奮
篶
殕
方
は
、
保
健
所
、
保
健

相
談
所
で
健
康
教
密
蒼
竹
つ
て
い
ま
す
。

健
診
結
果
を
あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
に

お
役
立
て
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
受
講
時
は

成
人
健
診
結
果
票
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日
程
等
H
表
I

定
員
=
各
4
0人
(
先

着
順
)

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
。

一
般
の
方
で
も
申
し
込
み
が
で
孝
豕
す

申
込
日
電
話

表1　 高脂血症予防教室日程

※ いずれも水曜日、全2 日間

「
住
ま
い
の
衛
生
」
相
談

ダ
ニ
に
刺
さ
れ
て
熟
睡
蓄
屁
い
、

新
築
の
冢
に
入
居
レ
た
ら
身
体
の
調
子

が
お
か
し
く
な
っ
た
な
ど
不
調
を
訴
え

戈

が
増
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
快

孱
な
住
居
奮
得
た
反
面
、
住
宅
資
材
の

質
の
向
上
や
化
学
物
質
の
莓
用
な
ど
に

よ
り
、
ダ
ニ

ーカ
ビ
・
結
露
な
ど
の
発

生
や
揮
発
性
物
質
の
室
内
汚
染
な
ど
、

健
康
ぷ
沮
害
す
芯
慂
顧
が
身
の
回

で

起
こ
っ
て
い
李
歹
。
こ
の
た
め
、
区
で

は
健
康
で
快
適
な
住
ま
い
の
中
で
牛
活

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
住
居
内
の
衛

生
対
策
実
施
要
領
」
蠢
里
し
ま
し
た
。

住
居
衛
生
に
関
し
て
相
談
・
苦
愽
が
あ

り
ま
レ
た
ら
保
健
所
ま
で
お
寄
せ
ぐ
だ

さ
い
。

問
先
卜
足
立
保
健
所

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

昔
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

国
民
生
活
基
礎
調
査
に
ご
協
力
を

6
月
4
日
現
在
で
、「
国
民
生
活
基

礎
調
査
」
岑
行
い
ま
す
。こ
の
調
査
の

目
的
は
、
お
年
寄
口
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
ま

で
、
す
べ
て
の
方
が
明
る
く
豊
か
に
暮

ら
予
た
め
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・

隻
歿
ど
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
心底
や

健
康
の
実
詈
E

に
す
る
こ
と
で

す
。
調
査
結
果
は
、
国
の
行
政
施
策
の

基
礎
資
料
と
な
n
ま
す
。

調
査
対
象
世
帯
に
は
、5
月
中
に
調

査
貝
が
訪
問
し
て
調
杏
搴
礎
g
霎
阨

り
泌
チ

。6
月
4
吁
以
降
に
。
あ
ら

た
め
て
調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査
項
目

に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
う
疋
で
、
調
査

票
を
回
収
し
ま
す
。
な
お
、
今
回
対
象

と
な
っ
た
世
帯
の
一
部
に
つ
い
て
、7

月
以
降
に
所
得
に
関
す
る
調
真

笘
で

、

あ
う
た
め
て
伺
う
こ
と
が
あ
り
ホ
す
の

で
、
命
石
せ
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
先
川
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
フ
7
7

よ
ち
よ
ち
歩
き
の
親
子
あ
そ
び

親
子
で
遊
ぴ
な
が
赱
采
し
く
体
を
動

か
し
ま
し
ょ
う
。日
時
日
5
月
1
9
日

脚
、午
前
1
0
時
～
1
2
時
対
象
卜
1
歳
～

1
歳
6
ヵ
月
の
親
子
で
千
住
地
域
に

お
住
ま
い
の
万

講
師
=
高
尾
都
茂
子

氏
(
健
康
運
動
指
導
士
)

定
員
卩
2
0

組

費
用
=
無
料

申
込
卜
電
話

場

・
申
・
問
先
卜
千
住
保
健
所

昔
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

精
神
保
健
講
演
会

こ
こ
ろ
の
病
と
家
族
の
対
応

ご
う
螽
孚
が
お
か
し
い
、
何
を
夛

る
で
叭
な
く
冢
刄

」ろ
ご
ろ
し
て
ば
か

り
。
そ
ん
な
忌
豪
族
は
ど
う
対
応
し

た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
専
門
の
相

糖
呉
が
わ
か
り
や
す
く
ぉ
話
し
し
豕
す
。

日
時
り
6
月
1
9日
窗
、
午
後
L
時
3
0分

～
3
時

場
硴
T
竹
の
筱
セ
ン
タ
ー

講
師
日
中
井
和
代
氏
(
全
国
精
神
障
害

者
家
族
会
捷
昼
相
談
室
)

定
員
卜
5
0

人

申
込
卜
電
話

申
・
問
先
卜
足

立
保
健
所
保
健
指
導
係

容
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

食
品
衛
生
講
習
会
を
出
前
し
ま
す

食
中
毒
、O
A
7

な
ど
、
食
品
の

安
全
性
や
衛
生
に
関
心
の
心
労
叉
以

上
の
グ
ル
ー
プ
の
学
習
会
に
、
食
品
衛

牛
藍
視
員
が
講
習
に
行
孝
豕
す
。
学
習

テ
ー
マ
、
日
時
な
とに
つ
い
て
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
、
ビ
デ
オ
の

貸
し
出
し
も
し
て
い
ネ
す
(
個
人
利
用

可
)
。

費
用
H
無
料

申
・
問
先
卜

足
立
保
健
所
食
品
衛
生
係

昔
(
3
8
5
5
)
4
3
9
9
(

直
通
)

千
住
保
健
所

酋
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

5
月
1
2日
は

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

民
生
委
員
・
忠
萬
委
誦
は
、
地
域
社

余
畄
で
、
牛
活
に
困
っ
て
い
る
万
や
、

泌
薑
、
心
身
障
害
、
高
齢
者
問
駆
な
ど

で
悩
み
を
弓
凡
て
い
や
(
た
ち
の
艮
き

相
談
相
手
と
し
て
、
指
導
・
援
助
を
し

て
い
ホ
す
。
ま
た
、
社
会
福
祉
関
連
の

調
査
書
・
意
見
書
の
発
行
、
シ
ル
バ
ー

パ
ス
の
配
付
な
ど
、
区
や
社
会
福
祉
協

識
会
の
協
力
活
動
も
行
っ
て
い
ホ
す
。

個
人
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
区
に
は
5
2
5

人
の
民
生
耆
貝
・
児
童
委
然
蛎
動
し

て
い
ま
す
。

※
氏
名
、
蛩
屋
域
等

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い

問
先
川
民
牛
葆

該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
扶
養
手
当
・
児
童
育
成
手
当

児
童
扶
養
手
当

対
象
卜
区
内
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
5
5

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
(

障
害
の
あ
る
児
童
は
1
9歳
H
力
月
ま

で
)
盒
否
じ
て
い
亟
蠻
咫
は
養
育

者
で
、
父
が
次
の
状
態
に
あ
る
方
=・
離

婚
、
死
亡
、
生
死
不
明
/
1
年
以
上
の

遺
棄
ま
た
は
1
年
以
上
の
法
令
に
よ
る

拘
禁
等
で
父
不
在
/
婚
姻
に
よ
う
な
い

で
生
ま
れ
た
児
童
で
父
か
ら
認
知
さ
れ

て
い
な
い
た
め
父
不
在
/
父
に
重
度
の

障
害
な
哭
こ
身
墜
霞
1

・
2
級
程

度
)

支
給
が
制
限
さ
れ
る
場
合
卜
所

得
制
限
以
上
の
収
入
が
あ
る
と
き
(
本

人
お
よ
び
同
居
の
扶
餐
義
務
者
)
/
公

的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
怠
-
/
児
童

が
父
の
死
亡
等
に
よ
り
公
的
年
金
を
受

給
、
あ
る
い
は
加
給
年
金
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
と
き
/
児
童
が
施
設
に
入
所

し
て
い
る
と
き
/
昭
和
6
0年
8
月
1
日

以
降
に
支
給
要
件
に
該
当
す
る
ぶ
つ
に

な
っ
た
方
が
i
年
叫
上
請
求
し
な
か
っ

た
と
き

手
当
額
(
月
額
)
卜
▽
全
額

支
給
対
象
者
・
:
4
万
2

千
1
3
0円

▽
一

部
支
給
対
象
者
=
・
2
万
8

千
1
9
0円
マ
児

童
が
複
数
の
と
き
の
2

人
目
・・・
5
千
円

、

丈

目
以
降
…
3

千
円
を
加
算

児
章
育
成
手
当

対
象
卜
昭
和
5
5
年
4
月
2

日
以
降
生
ま

れ
で

、
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る

場

罌
簒

冊

し
て
い
る
方
・
=父
母
が
離

婚
/

父
次
之
は
母
が
死
亡
あ

る
い
は

、

生
死
不
明
/

父
吏

ぽ

母
に
1

年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
/

父
袤
た
は
毋
が
法

令
に
よ
り
1

年
以

ぶ
雪

罟

れ
て
い
る
/

婚
姻
に
よ
う
な
い
で
生
書
れ
た
児
童

で

、
父
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
て
も
、
養

育
さ
れ
て
い
な
い
/

父
袤
仭

謚

に
重

度
の
障
害
か
お
る
(

身
体
障
害
者
手
帳
l
y

蔽
)

手
当
額
(

月
額
)
=
1

万
1

千
5
0
0円

※
い
ず
れ
も
所
得
制
限

が
あ
ひ
ま
す
。
状
況
に
よ
り
申
請
に
必

蔘
な

も
の
が
異
な
Q

季

ゐ

で

、
お
問

い
合
せ
ぐ
だ
さ
い

ー
い
ず
れ
も
ー

申
・
問
先
卜
児
童
手
当
係

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ

医
療
費
を
助
成
し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ
保
険
診
療
に

よ
る
医
療
費
の
自
己
負
胆
分
を
助
成
し

零
y
。該
当
す
る
方
は
甲
請
し
て
ぐ
だ

さ
い

。

対
象
卜
区
内
に
住
所
が
あ
り

、

国
保
や
社
会
保
険
等
の
医
療
保
険
の
加

入
者
で

、
次
に
あ
て
は
ま
る
児
童
(
1
8

歳
蔽
っ
た
年
の
年
度
末
ま
で
の
方

、2
0

歳
未
満
で
中
程
度
以
上
の
障
害
の
あ
る

児
竜
を

覃

窒
チ
)

と

、
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
ひ

と
り
覡
家
庭
の
方
…

父
母
が
離
婚
/

父
吏

ほ

母
が
死
亡

、

重
度
障
害
、
法
令
に
よ
り
1

年
以
上
拘

頚
さ
れ
て
い
る
/

父
が
い
な
い
(

母
が

婚
姻
に
よ
ら
ず
生

ま
れ
た
児
竜
で
父
に

認
知
さ
れ
て
い
な
い
吏

ほ

父
に
認
知

さ
れ
て
い
て
も
扶
養
袞

‥て
い
な
い
)

※
心
身
障
害
者
医
療
受
給
者
、
生
活
保

護
受
給
者
、
児
童
福
祉
施
設
入
所
者
・

所
得
が
限
度
額
以
上
の
方
は
除
き
ま
す

申
・
問
先
H

児
童
医
療
係

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す

対
象
卜
児
童
育
成
手
当
の
受
給
資
格
者

で
、
小
学
生
以
下
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
ひ
と
り
親
家
庭

内
容
n
親
ま
た

は
小
学
生
以
下
の
子
裝
が
病
気
や
ヶ
が

な
ど
の
と
き
、
家
事
や
育
恚
篁
岳
う

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
菽
遣
(
長
期
疾
病

・
入
院
等
は
対
象
外
)
/
1
度
の
甲
請

で
J
回
以
内
、
年
間
2
0回
ま
で
/
午
前
7

時
～
午
後
7
時
の
間
で
連
続
a
時
間

奥
ほ
4

時
間
牽
L
回

申
込
卜
診
察

券
等
、
疾
病
を
証
明
で
膏
る
も
の
と
印

鑑
変
質
し
介
護
笄
の
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
(
緊
急
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
電
話
申
し
込
み
に
よ
ひ
代
理
の
方
の

来
所
可
)

申
・
問
先
=
児
竜
罕
当
係
、

各
福
祉
事
務
所
(
表
3
)

ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム

熱
川
、
犬
吠
埼
、
軽
井
沢
等
以

餅

の
国
民
宿
舎
の
宿
泊
料
が
無
料
で
利
用

で
瀲
汞
す
(
入
湯
税
や
季
節
に
よ
る
特

別
宿
泊
料
金
の
差
額
等
は
除
く
)
。
ま

た
、
今
年
か
ら
区
の
保
養
所
・
校
外
施

設
・
野
外
活
動
施
設
8
ヵ
所
が
、
同
休

養
ホ
ー
ム
と
し
て
新
た
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
よ

、
年
度
内
国
民
宿
舎
と
区

施
耿
と
2
罸
で
I
韵
ま
で
利
用
で
き

ま
す
。
対
象
H
毋
審
咫
は
父
子
家
庭

の
方

申
込
卜
▽
国
民
宿
舎
・
:各
施
設

へ
直
接
予
約
(
必
ず
足
立
区
ひ
と
り
親

家
庭
休
養
ホ
ー
ム
利
用
と
告
け
て
く
だ

さ
い
)
。
予
約
後
、
児
童
手
当
係
ま
た

は
各
福
祉
事
務
所
の
窓
口
で
、
利
用
券

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

※
母
子
年

金
・
垣
蓖
扶
養
手
当
証
書
・
児
童
育
成

手
当
支
払
通
知
書
な
ど
、
ひ
と
ひ
親
で

あ
y
y
に戸
蒼
確
認
で
滯
る
も
の
と
印
鑑

を
苻
参

マ
区
の
揃
謖
・
:コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各
施
設
で

販
売
す
る
申
込
(
ガ
キ
(
5
0巴

に
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
し
込
ん
で
ぐ

だ
さ
い
。
予
約
手
続
膏
か
済
ん
だ
方
は
、

児
童
手
当
係
に
「
宿
泊
者
証
明
願
い
」

の
用
紙
脊
晋一話
で
請
求
し
て
ぐ
だ
さ
い

申
・
問
先
日
恚
量
当
係
、
各
福
祉
事

務
所
(
表
3
)

表3　 福祉事務所一覧

7
0歳
以
上
の
方
へ

「ゆ
～
ゆ
～
湯
入
浴
証
」に
よ
る
無

料
入
浴
事
業
が
始
ま
り
ま
す

今
年
度
釿
た
に
区
内
の
浴
場
組
合
の

協
力
に
よ
息
冐

第
2
水
曜
日
に
無
料

入
浴
が
で
瀲
る
こ
と
に
な
り
両
し
た
。

該
当
す
る
方
に
は
、
す
で
に
入
浴
証
(

往
復
(
ガ
キ
に
印
刷
)
を
郵
送
し
ま

し
た
の
で
、
ご
利
用
の
際
に
は
提
示
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

無
料
入
浴
券
の
交
付

無
料
入
浴
眷
の
交
付
申
請
は
、
区
か

ら
送
付
し
た
往
復
(
ガ
キ
の
潺
信
に
よ

り
申
請
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
入
浴
券
は
1

月
末
に
郵
送
し

ヂ

。

対
象
卜
4
月
1

日
現
在
、
区
内
在
住
の
7
0歳
以
上
(

昭
和
3
年
4
月
2
日
以
前
生
れ
)の
方

で
、
高
齢
者
福
祉
手
当
麥
受
給
し
て
い

な
い
方
お
よ
び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

在
宅
の
巡
回
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
入

浴
サ
ー
ビ
ス
等
多
面
用
し
て
い
な
い
方

ー
い
ず
れ
も
ー

申
・
問
先
卜
在
宅
福
祉
係

2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が

な
い
も
の
は
、
区
役
所
代
表
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
⑦

前
回
、
述
べ
た
解
放
令
の
矛
盾
と
壬

申
戸
籍
に
よ
る
新
し
い
身
分
差
別
は
、

新
た
な
形
で
蕾
蚕
別
を
残
す
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
壬
申
戸
籍
以
降
の
市
町

村
戸
籍
で
も
様
々
な
形
で
賎
称
(
せ
ん

し
ょ
う
)
の
記
載
が
残
り
ま
し
た
。
内

務
省
が
、
全
国
の
戸
籍
か
ら
賎
称
を
採

消
す
る
ぷ
つ
に
滯
垣
し
た
の
は
、
は
る

か
後
の
大
正
1
5年
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
し
ば
ら
く
後
に
、
自
ら
の

努
力
で
同
和
地
区
啻
改
善
し
蚤
と
す

る
自
主
的
な
運
動
が
、
同
和
地
区
の

人
々
の
閭
か
ら
起
っ
た
こ
と
は
注
目
さ

れ
嫐
歹
。

明
治
政
府
は
、
薩
摩
や
長
州
な
ど
の

藩
閥
豪
甲
心
と
し
た
中
央
集
権
的
な
黙

治
体
制
で
、
そ
の
政
策
は
、
富
国
強
兵
、

殖
産
興
業
が
中
心
で
し
た
。
こ
の
た
め
、

政
府
と
結
び
つ
い
た
少
数
の
商
人
だ
け

が
利
益
を
ひ
と
ひ
占
め
す
る
弊
害
が
生

じ
た
の
で
す
。
こ
れ
に
反
対
す
る
民
間

資
本
家
や
政
治
に
対
し
て
意
見
を
述
べ

ら
れ
な
い
地
主
、
多
数
の
中
小
農
民
な

ど
が
政
治
の
在
ひ
方
に
強
く
注
目
す
る

ぶ
つ
に
な
り
ま
し
た
。

や
が
て

、こ
う
し
た
政
治
に
不
満
を

持
つ
人
々
は
、「
憲
法
を
制
定
せ
よ
」、

「
国
会
を
開
設
せ
よ
」
と
い
っ
た
要
求

を
す
す
め
て
い
く
運
懃
郤
こ

」ま
し

た
。
こ
れ
が
、
自
由
民
権
運
動
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
担
当
へ

ホームヘルパー養成講座
3級課程受講生募集( 都指定)
日時等= 表2 場所= 鈿立区都市活性化センター
対象= 区内在住・在勤 の方 定員=30 人( 先着順)
費用=3 万円( テキスト 代含む) 申込= 電話
期限=5 月16日 申先= 高齢者協同組合足立セン
ター 問先= 高齢福祉計回係または高齢者協同組
合足立センター 合3888- 0457

表2　 ホームヘルパー養成講 座3 級課程日 程

※ いずれも土曜日、午前9時～午後5時。上記のほかに実習が
2日間あります

◎ お わびと訂正　4 月25日号掲載のあ だちカレ ンダ ーの日程 に誤り があり ました。下 記のとおり 訂正しておわびし ます。( 広報 課)
【誤】5/ 30( 土) …住区 健康フ ェスティバル長 門住区 センター 【正】5/ 31( 日) … 住区健康 フェステ ィバル長門住区 センター
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お
知
ら
せ

教
育
相

談

学
校
に
行
く
の
を
詼
が
る
、-
篥
が

遅
い
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
教
育
上
の
悩

み
に
つ
い
て
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
て
い
家
尻

面
接
相
談

日
時
儿
霪
冐
～
逧
日
税
日
を
啄

く
)
、午
前
9
時
～
午
潘
穹
蒔
申
込

=
電
話

場
・
申
・
問
先
卜
教
育
研
究

所

昔
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室

豊
(
a
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室

雲
(
a
5
6
)

了
7
3
5

電
話
相
談

日
時
土
毋
週
月
～
薩
日
(
祝
日
を
啄

く
)
、午
前
1
時
～
午
後
ま
累
芬

申
・
問
先
日
教
育
研
究
觧

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

老
人
会
館
の

マ
ッ
サ

ー
ジ
(
無
料
)

日
時
H
5
以
曾
團
、午
前
1
0
時
～
午

後
3
時

煬
衂
W
甼
(
会
館

対
象
卜

区
内
存
咥
6
0歳
以
上
の
万

定
員
卜
8
4

人
(
先
着
順
)

申
込
卜
当
日
会
場
へ

塲
・
問
先
H
老
人
会
館

(
3
8
5
9
)
9
7
3
2

カ
ー
ド
式
入
退
場
シ
ス
テ
ム
導
入

1
0月
か
ら
北
千
住
と
綾
瀬
の
自
転
車
駐
車
場

1
0月
1
日
(
予
定
)
か
ら
、
北
千
住

北
・
綾
瀬
北
・
北
綾
瀬
北
の
区
営
自
転

車
駐
車
場
に
カ
ー
ド
方
式
に
よ
る
入
退

場
管
理
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
利
用
者
が
ゐ
I
ド

奎
况
つ
ア
タ
ー
ト
の
開
閉
受
付
い
欒
歹
。

利
用
者
以
外
の
入
場
が
制
限
さ
れ
る
の

で
安
全
性
が
高
ま
り
汞
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
導
入
に
伴
い
、
利
用

申
し
込
み
手
続
き
等
が
笂
更
に
な
n
ま

す
。
く
わ
し
く
は
、
9
月
発
行
四
の
だ

ち
広
報
で
お
知
ら
せ
」羊
歹
。

問
先

卜
自
転
車
係

ご
利
用
く
だ
さ
い

身
体
が
不
自
由
な
方
の
た
め
の
選
挙
制
度

郵
便
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
投
票

所
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、

酩
便
に
よ
り
自
宅
で
投
票
で
き
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、
自
分
で
字
を

書
ぐ
y
左
が
で
き
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
が
対
象
と
な
り
求
す
。

対
象
卜
①
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

で
。
両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の
障

害
が
I
級
、
2
級
の
方
、
ま
た
は
心
臓

・
じ
ん
臓
・
直
腸
・
小
腸
・
ぼ
つ
」
う

・
呼
吸
器
の
障
害
が
I
級
、
3
級
の
方

②
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
申

込
卜
ま
ず
本
人
ま
た
は
代
理
の
方
が
、

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
痔
参
。
手
嘸
の

内
容
念
`
認
し
必
要
書
類
を
渡
し
ま
す
。

ぷ
ず
本
人
が
記
入
し
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
そ
の
後
、
郵
便
扮
禀
証
明
書

を
発
行
し
求
す

※
申
請
は
い
つ
で
も

で
き
ま
す
が
、
証
明
書
発
行
ま
で
に
2

ヵ
月
く
ら
い
か
か
る
場
合
が
あ
2

ヂ

　
点
字
シ
ー
ル
付
き
入
場
整
理
券

選
挙
の
と
き
郵
送
し
て
い
る
入
場
整

理
券
に
、
点
字
シ
ー
ル
(
「こ
の
(
ガ

キ
は
選
挙
9
「
場
整
理
券
で
す
」
と
書

か
れ
て
い
ネ
歹
)
黔
貼
っ
た
も
の
を
用

意
し
て
い
ネ
す
。
目
の
不
自
由
な
方
で
、

こ
の
点
字
シ
ー
ル
付
き
入
場
整
理
券
を

希
單
叉
芳
は
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

ー
い
ず
れ
も
ー

申
・
問
先
卜
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
ま
す
か

9
年
度
実
績
　
乾
電
池
2
8
t
、
紙
パ

ッ
ク
3
5
tを
回
収

現
在
、
乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
9
0

カ
所
、
紙
パ
ッ
ク
回
収
ポ
ス
ト
は
8
8力

所
の
公
共
施
設
等
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
回
収
を
吩
め
て
か
ら
9
年
度
ま
で

の
回
収
総
量
は
乾
電
池
(
3
年
度
開

始
)
が
約
1
3
8
t、紙
パ
ッ
ク
(
4
年
度

開
始
)
が
約
2
2
5
t
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル

に
ご
協
力
あ
ひ
が
と
艾
き
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
に
禾
歹
。

・
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店

「R
の
お
店
」
が
増
え
ま
し
た

区
で
は
、
ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

お
店
や
愬

擶
を
「R
の
お
店
」
と
し

て
認
定
し
て
い
ま
す

。
今
回
新
た
に
I

盾
が
認
定
さ
れ
声
し
た
(
合
計
―
商
店

街
、2
7
7
沍
)
。

新
規
・認
定
店

㈱
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ヤ
六
月
1
-
1
3
-

7

昔
(
3
8
8
3
)
0
4
0
r
D

取
り
組
み
内
容
輿
萢
ス
チ
ロ
ー
ル
ト

レ
イ
の
引
き
取
り

※
「
R
の
お
店
」

と
し
て
認
定
を
希
單
す
る
方
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
いー

い
ず
れ
も
ー

問
先
ト
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
の
催
し

「
あ
だ
ち
女
性
起
業
家
支
援
塾
」
入

門
コ
ー
ス

「
い
つ
か
は
自
分
の
店
や
会
社
を
痔

ち
た
い
」
「
も
っ
と
う
ま
く
事
業
を
進

め
た
い
」
そ
ん
な
想
い
を
痔
つ
方
を
応

耀
T
g
t
ミ
ナ
ー
で
す
勇
性
の
参
加

も
可
)
。日
時
卜
6
月
6
日
出
・
7

日
旧
、い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
午
後
5

時

内
容
卜
「
起
業
冢
事
例
報
告
」「
会

社
の
作
り
方
」「
事
業
計
画
と
経
営
戦

略
」
ほ
か

講
師
目
片
岡
晃
氏
ほ
か
　

定
員
U
3
0人
(
抽
選
)

費
用
H
1
万

円

申
込
目
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
。
年
齢
、
電
話
番
号
、
参
加
動
機
、

「
支
援
塾
希
望
」
と
明
記

期
限
卜
5

月
2
5日
消
印
有
効

第
1
5期
あ
だ
ち
女
性
大
学

2
1世
紀
も
目
前
に
な
り
ま
し
た
。

人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
元

も
多
様
に
変

化
し
て
寺
壽
し
た
が
、
ま
だ
性
に
よ
る

函
沒
い
た
る
ど
こ
ろ
に
根
強
ぐ
残
っ

て
い
て
、
男
女
平
等
社
会
の
実
田
が
困

難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
講
座
で

は
、
暮
ら
し
の
中
の
性
差
別
に
気
づ
き
、

女
性
の
か
か
え
て
い
る
課
題
や
展
望
蚕

探
っ
て
み
た
い
と
恵
い
ホ
歹
。
意
欲
あ

灸
硅
の
参
加
を
お
待
ち
じ
て
い
ま
す
。

日
時
等
卜
表
4

対
象
目
区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
9

硅

定
員
卜
5
0人
費

用
日
無
料
(
宿
泊
費
は
1
千
円
程
度
)

申
込
目
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

ラ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
。
電
話
番
号
、
参

加
動
機
、
「女
性
大
学
」
希
望
と
明
記

寮
保
育
(
2
歳
以
上
学
齢
前
の
お
子
さ

ん
)
を
希
望
す
る
方
は
、
お
早
火
ん
の

名
前
、
性
別
、
生
年
月
日
も
記
載
。6

月
3
日
に
保
育
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
す

期
限
卜
5
月
2
5
E必

着

ー
い
ず
れ
も
ー

場
・
申
・
問
先
具
硅
総
合
セ
ン
タ
ー
讐
(
3
8
8
)
5
2
2
2

〒
m
一
・
l
l
f
4
田
7
-
3
3
-
―

表4　第15期あだち女性大学

※ いずれも水曜日( 8/ 29・30の宿泊研修は土、日曜日) 、午後6時45分～8時

45分

ワンポイント健 康
術

【ス ト レ ッチ 体 操 】

日ごろ、瞿勳不足を感じている方、浬勣は苦手、でも健康のため
身体を動かさなければ…と考えている方におすすめなのが「ストレ
ッチ体操」です。
ストレッチとは、「伸ばす」という意味で、例えぱ仕事の途中に疲れ
ると自然に背伸びしますね。これが「ストレッチ体操」の原点です。

絵を見ながらチャレンジ! !

★スト レ ッチ 体操の効 果

・血行をよくして筋肉の疲れを取

り除きます
・身体の柔軟性を高めます

・ケガを防止します
・筋肉に張りをもたせ老化を防止

します

★スト レ ッチ 体操 の方法

・反動をつけずにジワジワと伸ば

しましょう
・譱秒前後、心地よく伸ばしまし

ょう

・息を止めないでリラックスしま
しょう

・無理せずに、痛くなる前にもど
しましょう

さあ、それでは絵を見ながらチ
ャレンジ! !

問先= 体育課

区
内
施
設
め
ぐ
り
　
観
光
協
会
主
催

日
時
卜
6
月
1
2日
窗
、
午
前
8
時
3
0分
(

区
役
所
正
面
入
口
集
合
)

内
容
卜

し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
(
し
ょ
う
ぶ
観
賞
)
、

生
物
園
、
都
市
農
業
公
園
、
ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ
ィ

ヲ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
)
等
の
見

学

対
象
卜
観
光
翌
孩
員
と
そ
の
家

族
お
よ
び
区
内
在
住
の
万

定
員
H
4
0

人
(
仙
J
)

費
用
卜
観
光
協
会
会
員

…
…
千
迦
円
ワ
会
員
家
族
…
…
2
千
円

▽
一
般
…
…
2
千
5
0
0円(
当
日
現
地
で

支
払
い
、昼
食
付
き
)
申
込
卜
往
復

(
ガ
キ
に
希
望
者
全
員
の
氏
名
、年
齢
、

住
所
、電
話
番
号
、会
員
・
会
員
家
族

・
一
般
の
別
、
「区
内
施
設
め
ぐ
り
希

望
と
明
記
※
(
ガ
キ
ー
枚
で
4
人

ま
で
申
し
込
み
可
。重
複
申
込
は
無
効

期
限
卜
5
月
2
5
日
消
印
有
効
申
・
問
先

=
観
光
協
会
区
内
施
設
め
ぐ
り
担
当

座
業
振
興
課
内
)
〒
1
2
0
・
(
9
)
l

a
中
央
本
町
―
-
1
7
1
1

さ
つ
き
と
伝
統
工
芸
の
ま
ち

友
好
都
市

鹿

沼

鹿
沼
市
は
、
さ
つ
忝
圧
裘
工
芸
の

妻
夕
じ
て
有
名
で
歹
。
首
都
圏
か
ら

近
距
雕
な
が
ら
も

、
豊
か
な
目
然
を
莉

用
し
、
ニ
ラ
と
イ
チ
ゴ
の
生
産
は
日
本

一
を
胯
口
季
歹
。
ま
だ
、
昔
か
ら
木
の

文
化
が
育
ま
れ
、
彫
刻
曇
昇
ほ
じ
め
、

べ
の
ふ
忌

と
謚

雲

館
や
川
上
蔗

隻
天
術
館
は
新
し
い
鹿
沼
の
又
化
の
拠

点
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ホ
罵

友
好
都
市
を
締
結
し
て
5
周
年
ま
た

市
制
旆
忖
5
0周
年
で

あ
ひ
、
多
く
の
記

念
イ
ベ
ン
ト
夲
企
画
し
て
い
李
す
。
こ

の
機
会
に
訪

れ
て
は
い
か
が
で
す
か

。

交
通
卜
東
武
日
光
線
新
鹿
沼
駅
下
車
ま

た
は

、
東
北
自
動
車
道
鹿
沼
イ
ン
タ
ー

・

主
な
イ
ベ
ン
ト

4
月
7
日
～
8
月
2
5
E
…
川
卜
澄
生
美

術
館
特
別
展
/
5
月
珀
甘
・
:
さ
つ
き
マ

ラ
ソ
ン
大
会
/
5
月
3
0
刪
・
:
さ
つ
き
祭

り
・
花
火
大
会
/
5
月
3
0
日
1
6
月
8

日
=
・
さ
つ
き
祭
り
こ
悩
ご
緑
の
フ
ェ
ス

テ
バ
ル
/
6
月
1
4
日…
野
鳥
観
察
会
・

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
/
殳
月
5
日
～
1
2
月

2
3
日
・
=
川
上
澄
牛
昊
術
館
特
別
展
/
9

月
2
0
日
・
・
生
子
神
社
泣
き
相
撲
/
1
0
月

1
0
・
H
日
…
秋
祭
り
/
1
1
月
1
日～
1
0

日
・・
公
栽
ま
つ
り
/
1

月
2
1日
'・
い・
花
市
/
3

月
第
L
土

。
日
曜
日
…
板
荷
の
ア

ン
バ
様

問
先
卜
鹿
沼
市
観
光
課

昔
0
7

頁
y
9
(
6
3
)
2
1
a

鹿
沼
市
花
木
セ
ン
タ
ー

昔
0
1
9
(
7
6
)
2
3

ぶ



1998 年( 平成10 年) 5 月10 日 あ だ ち 広 報 第1207号 ( 4)( 5)

国民年金特集

マイ・ライフ年金
国民年金は一度加入手続きをしたら、それっきりで

はありません。就職や結婚、退職などさまざまな人生

の節目で、被保険者の種類が変わります。そしてその

つど「種別変更の届」も必要です。
年子さんの国民年金の加入から受給 までを追ってみ

ましょう。 人生の節目には種別が変 わり、手続きをし

ているこ とが分 かり ます。

国 民 年 金 の 資 格 は 3 種 類

第1 号被保 険 者… 自営業 者や 学生 等で 厚生 年 金や共 済組 合に
加入し て いな い方 とそ の配偶 者

第2 号被保 険 者… 厚生年金や共涛組合の加入者( 会社員・公務貝等)
第3 号被保 険 者… 厚生 年金や 共済 組合 の 加入 者に 扶養 され て

いる20 歳以 上60 歳 未 満の 配偶 者
□ 資 格変 更等 の手 続き する 場所
お 近 くの区 民 事務所 または区 役所 国民 年 金課

□ 手 続き に必 要な も の
年金 手帳 ・健 康保 険証 ・印鑑 ・ 配偶者 の 年金 手帳等

小 学 生 ～家族で保養施設を利用～

保 養施設が安く利用
でき ます

園民年金の加入者・受給者の方

は 、全閥朏力 所にある閥民年 金健
康保養施投を一般より安い料金で

ご利 用できます。

卒業そして進学
子どもの学費に

「年金教育資金融資制度」
r 司民 年 金4 こI〔附 弖以 匕 刀【】人 し て い

る 被 保 険 者 は 、 了 ど も の 高 校 ・ 六

学 等 の 学 費 の た め に 、 貸f , 1か 受 け

ら れ ま す, i l l ・』・金 額 は 、 学 住・1 人

あ た り5a 町 円 ま で で す く わ し く

は 下 記 に お 乃jい 昌 わ せ く だ さ い 。

問 先= 嬲 廿 余 傑 険 柚 祉R 会

wnxj 3s7

20歳～国民年金加入　第1号被保険者に～

20歳になったら国民年金
厚生年金・共済年金加入 者を除

き、20歳の方金貝に年金手帳をお

送りしています。手帳は就職のと
きに必要となりますので、 大切に

保行してください。

学生免除制度
S 歳で加入しても、‥ 般に学生

は収入がありません。昼間 郡の学
生には、学生免餘制度があります
のでこ番且談ください( 扶戮義務涓

の所得制|昶があります) 。10年度の保険料は 月額13, 300円

就職～第2 号被保険者に～

就職したとき… 1号→2号
・ 一 一 一

合4こ 加 入 】 し た 方1 ま 、 四 七

や め る 手 纜 き を し て く だ さ1 丶 厚

弖Ξ 4 乙金 等 に 尨l 入 し 政こ月i らヽSCOT ・

金C 》保 靄1114ままj j 5 械11丶1こな る5g 凄1

まあ り ま せ λ 、。 ※ j ゝきUこ は 年 金

手 ● i をi 葩 示 し て く だ さ い

結婚～第3号被保険者に～

夫( 妻) の扶養になった とき

… 2 号→3 号

会社貝・公務貝{ 2 巳} に扶養

されている配偶者は、第3 弓被保

険裘になります。該当すると、保
険翦は扶養者の加入している年金
制度が負担します。忘れずに届け

出をしてください。

配偶者が退職、自営業に
退職したとき…本人は2 号→1 号、扶養している配偶者は3 号→1 号

会社を退職した 嘩生年金・共 済組西
をやめた) 方は、国民年金の加入手続き
か必、覆です。また扶餐している配偶老は、

種別変更の手続きが必要です。

保険料 免除制度
保険料は、年齢や収入にかかわらずす

べて「司額です。粁済的な理由等で傑険料
を納められない場合は、免除制度があり

ますのでこ柑談ください。
□ 免除が認められた期間は
卜年金を受けるための資林

期間に数えられます。
卜年金額は吶めた場合の3

分の1 になります。
D10 年以内であ れば、一定

額を加算してさかのぼって
納めることカで き ます。

34歳は年金を見直すとき

国民年金を受けるためには、最低25年以上保険
料を納めること( 免除期間、厚生年金等の期間を
含む) が必要です。今まで、何の年金にも加入し
ていなかった方、今からでも間に合います。将来、
年金を受けるために、必ず加人手続きをしてくだ
さい。

60歳

60歳以降 、希望すれば 加入でき

ます( 高齢任意加入)

i・侭金の受給貞格を 満たしていない力、または
受給資略 はあっても年金受総額を満碩に近づけ
たい力は、任。甕力11入すること力ぐできます。年金

手帳、EI 篦、配偶j 5 の年金関係害類等が必 要で
す。お貂1い自わせのうえ、国民年金澀へお 越し
ください。

65歳～老齢基礎年金、799, 500円( 10年度年額)～

年 金は65歳から

藍 醗Xi s i 年 金 を 受 け 取 れ る

年1齠 は65 歳 で す が 、 す で・:こ受

給 晰 を 満' た し て い る 力 は 圍 歳

ぷ 咬 、f j 望 す るf F 齢 か ら 受 け

取 る こ と も で き ま す 。 し カ哇

そ のj 助r i 、・受 け 収 り の| 罸』・好1年

齢 ヵM・i l a12J 、自i jの 人 は 減 額 さu(

衵4徙以 唆 の 人 に妙M 額 さ41 ま す(

人) ) 。 ・暖 及 け 取 り を! 1 』始

し た 年 企 のj - ,・41, i・j l l i寓j の 。皿自

は 一 生 変 オ・ り ま せ ん 。 金 額 の

こ と 以 外 に も 、 い く つ か の 哇

登J ,卜 が あ り ま す の で 、 国 民 年

金 課 岶r ヽf f・i ; :こ まj , I I , jいl aj つ41 く

だ さ い,

年金の額は?

a! 歳 か らa) 歳 ま で の 。|{ l iが「」・- 1

の 保 験 料 を 全 て4‘ i め た 、‘ J Iの1

劭 、s 廠 で ・受 けI Q る11: 金 は 、

年 節79M1 円 げj ぎn碍 。62

円 ・! で' す 、f r 金 葡 は そ の 人 び

納 付 月 歌 ・・免14 月 数 に よ り; i '一

口 を し ま す 。1{ l f 11の1, 111jに1¥l j

舛 の 未 納 ・ 免 除 等 力iあ る と 、

念 誦 は 異 な り ま す 。 汐|}え ば 、

。・1{ yF( 。I s1月:・ の う ち 、・25f l al j J

↑ = だ け 納 め た ブj は 、sI

の 受 け 取 り が 、 年 勲 、1固 、68‘

円i 月 額・11, 6。1( I l j ) :こ な りj

す 。

表1　 繰り上げ繰り下げ受給の年金額

※ 保険料を完全に納めた方の例

国民年金についてのお問い合わせは　国民年金課へ　　3880- 5111(代)

訪
問

東
京
法
務
局
城
北
出
張
所

□
城
北
出
張
所
の
な
り
た
ち

昭
和
4
2
年
t
月
に
千
住
四
丁
目
に
あ

っ
`
泡
立
出
張
所
夲
意
節
出
張
所
に
稜

合
し

、
翌
年
足
立
区
と
葛
飾
に
の
不
動

産
と
会
社
・
法
人
2

五
記
弔
窃
を
扱
う

た
め
に
で

き
た
の
が
城
北
出
張
所

。
各

翌
記
申
請
・
各
種
証
明
書
の
発
行
件
数

は
全
国
で
私

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す

。

□
登
記
事
務
と
は

不
動
産
の
場
き

、
一
つ
一
つ
の
土
地

・
建
物
に
つ
い
て
権
利
関
係
な
ど
薦
明

ら
か

に
し

た
登
記
壻
報
を
公
示
し
て
い

ポ
フ

。
土
地
・
建
物
を
買
っ
て

、
そ
の

所
有
権
を
濡
三
乙
に
士

張
す
る

に
は
登

記
が
必

。蕊

争

し

、
土
地
・
建
物
を
担

保
に
し
て
お
金
を
借
り
倉

抵
当
夜
が

登
記
さ
れ
崖
J

。

不
動
産
の
ほ
か
に
も

、
会
社

、
法
人

な
ど
の
一
定
の
嶝
要
事
項
を
明

ら
か
に

し
た
商
業
・
法
人
登
記
が
あ
2

チ

。

こ
の
登
記
に
よ
り
取
引
ぷ
屍

の

会
社
の

噴
報
を
乖
前
に
知
る
こ
と
か
で

き
、
安

ふ
し
て
取
引
ぷ
示

で
瀲
斈
子

。

□
登
記
事
務
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
化

情
報
化
社
会
に
対
応
T

る
た
め
、
登

配
亊
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
を
遐
め
て

お
り
、
平
呎
1
6
怎

菜

に
完
収
予
定
で

す
。
近
い
将
来
、
全
国
か
オ
ン
ラ
イ
ン

で
愕

片

る
と
、
ど
y
ぶ

ら
で

赴

詰

嚮
報
幸
(
手
で
瀲
る

ぷ
つ
に
な
り
ぷ
チ

。

□
法
務
局
の
仕
事
は

城
北
出
張
所
は
法
務
省
の
地
方
機
関

で
あ
χ
渠

京
法
務
局
の
出
先
機
閲
互

夕
。

法
務
局
で
は
、
驃
芯
出
張
所
で

忖
う
登

記
事
務
以
外
に
も
国
民
の
戸
霜
、
外
国

人
の
帰
化
、
地
代
・
家
賃
な
ど
の
供
託
、

人
権
擁
護
お
よ
ぴ
国
の
訴
訟
な
ど
萎

行

な
っ
て
い
ま
す
。

□
来
所
す
る
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

登
記
事
項
・証
明
爾
の
請
求
時
に
、

調
べ
て
ほ
し
い
こ
と
は
呎
の
と
お
り
　

で
す
。
v
土
地
・
建
鄂
・
・
所
在
地
　

番
・
家
屋
番
号
(
庄
鵈
票
に
記
載
さ
　

れ
て
い
る
庄
居
表
示
の
番
梟
し
ほ
あ
　

り
囂
ん
)
w
会
鉱
了
会
社
番
　

弓
(
く
わ
し
ぐ
は
、
法
務
・祕
へ
お
闃

い

お

せ
く
だ
さ
い
)

問
先
=
東
東
法
務
局
或
北
出
張
所
　

(
葛
飾
区
小
菅
4
-
2
0
-
割

登

莟
6
9

一
j
Q
a

コ ンピ ュ ータ化 を 進め てい ま す

学
校
ア

ル

バ

ム

西新井小学校
西新井本町4- 9- 27

【
教
育
目
標
】

人
閣

尊
瞋
の
教
び

裏
逞

し
、
生
涯

讐
習
の
基

礎
を
培
う

▽
伸
び
る
子

一
白
分
か
ら

す
す
ん
で

、
よ
り
局
い
と

こ
ろ
を
は

じ

学
び
、
生
活
す
る
了

ど

も
)

▽
麺
い
十

心

犲
共
に
健
康
で

、

強
い
皐

搴

痔

っ
て
、
卍
し
い
こ
ル
右

す
る
子
と
か

‥
、や
さ
し
い
了

蓊

か
な
心
で
、
思
い
や
り
を
持

ち
、
誰
と

て
も
仲
よ
く
す
る
子
ど
も

【
沿
革
】

マ
明
治
6

鄒
1
2
月

第
5

中
学
区
第
4

而
小
学
新
井
学
稜
と
し
て
駿
立

い
面

冶
2
3
年
1
1月

本
水
小
幸
稜
西
新
卵
分

扠
と
な
る

口
昭
和
4

年
1

月

南
足

立
郡
酉
新
井
尋
常
公

需
刄

な

る
v

昭
和
7

年
1
0月

東
京
市
酉
新
井
尋

常

高
専
小

学
校
ど

な
る

寸
口

消

年
4

月

恵
只
市
西
新
井
ぶ
民
学
校
右

収
称

▽
昭
和
2
2
年
4
月

足

守
区
ヴ
‘。丙
新
井

小
学
校
と
改
称
v

昭
和
2
7
年
4

月

西
新
井

第
一
小
学
校
が
分

稜
独
立

ご

昭
和
3
7
年
1
月

興
本
小
学
校
か
分
校

鉗
口
。
'
▽
平
硬
元
年
u

月

創
ク
6
0
周

年
記
念
式
典
v

平
成
1
0
年
1
月
現
在
1
8

幸
級
、
盜

巌

郤
八

▽
・平
吸
1
0
年
3

月
末
現
在

乍
稟
史
観
T

与
3

吊

目
人

【
小
川
進
一
校
長
先
生
か
ら
】

明
苛

余
し
い
学
驗
y
a

黝
し
て

、

令
校
ぶ

專

叩
(
1
8学
級
、
叡
職
a
4
0
人

で
1
0
年
度
を
ス
タ
ー
ト

。
今
年

茸

区

教
愆

原

盜

研
究
筴
励

校
と
し
て
体
育

秘
の
研

究
発
表
を
1
0月
1
9
日
に
閧
催
。
1
1

年
秋
、
開
校
巴
同
年
式
典
を
予
置
し

て
い

聿
7

。

第五中学校
西新井本町2- 3- 1

【
教
育
目
標
】

人
間
尊
工
の
精
神
を
杤
調
と
し
た
、

知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
人
間
性

豊
か
な
`
窪
か
而
戉
す
1
に
、
次

の
口

慓
夲
烝

定
す
る
。

恚

謳

蔵
木

奮
易
に
つ
け
、
自
ら
淮
ん

で
学
ぶ

生
徒

②
心
身
と
も
に
健
康
で
、
思
い
や
り
の

ミ冫

心
互
い
に
協
力
氣

い
、
と
も
に
向

上
す
る
生
徒

【
沿

革
】

V
昭
和
2
2
年
4
一
月
足
立
区
立
貧
五
中

学
校
剛
立
〉
昭
和
2
3
年
U
月
現
皀

地
に
校
舎
&
教
室
が
蓐
吸
フ
昭
和
3
8

手
4
月

江
北
中
学
稜
が
分
校
独
立

∇
昭
和
3
8
年
日

月

学
収
給
食
間
始

▽
昭
和
犂
4

月

餓
筋
校
舎

吼
教

麿
・完
嵎
※
以
後
昭
和
5
0年
ま
で
冽
築

▽
昭
和
5
0嶇
1
月

酉
新
卵
中
学
校
分

校
独
立
。
マ
昭
和
5
0年
1
2月

鉄
筋
絞

首
。破

マ
平
成
1
乎
丿
月

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
室
設
圏

〉平
虞
9
年
1
0月

預
乱
閥
年
式
典
マ
平
吸
1
0
年
4
月

現
在
1
3
学
級
、
生
徒
数
猖
人
ご
平

成
迎
考
月
末
現
在
卒
業
生
総
数
1

万
y
に
千
7
0
0
人

【秋
山
英
雄
校
長
先
生
か
ら
】

牛
狸
は
人
な
?
で
素
以
て
明
る
い
。

文
武
丐
櫚

束
亰
、泝
罵
す
。
昨
印

度
剛
立
5
0周
年
記
念
式
典
か
湛
人
に
閧

催
し
、
地
域
の
学
佼
と
し
て
大
竃
大
畢

に
さ
れ
、
名
門
五
中
と
し
て
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
圭
夕
。

◎ おわびと訂正　4 月25日号掲載のあだちカレンダー「ねんきん出張相談」の日程に誤りがありました。下記のとおり訂正し てお わびします。　　《広報課》

【誤】5/ 27( 水)… 佐野・東綾瀬区民事務所　 ※ 夜間… 生涯学 習館、5/ 28( 木)… 千住・中川区民事務所　 【正】5/ 26( 火)… 梅田・鹿浜区民事務所　 ※ 夜間… 梅田区民事務所、5/ 27( 水)… 江北・興本区民事務所
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く

ら
し
の

情

報

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が

な
い
も
の
は
区
役
所
代
表
へ

(
1
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

国

保

徴
収
嘱
託
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

対
象
=
区
内
在
住
の
3
0
歳
か
ら
6
3
歳
ま

で
の
方
内
容
=
主
に
戸
別
訪
問
に
よ

る
国
民
健
康
保
険
料
の
集
金
雇
用
期

間
卜
8
月
1
日
～
n
一
年
7
月
3
1
日
定

員
卜
若
干
名

勤
務
条
件
H
1
ヵ
月
に
1
8

日
動
務
(
休
日
、
夜
間
も
含
む
)

給
与
卜
基
本
給
(
日
額
4
千
5
0
0円)
十

能
率
給
。平
均
1
6万
1
千
円

手
取
り
)

申
込
卜
自
筆
覆
歴
書
と
作
文
「
我
が
冢

の
健
康
法
」(
8
0
0
字
程
度
)
夲
痔
参

選
考
方
法
卜
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

期
限
U
5
月
2
2日

申
・
問
先
=
滞
納

整
理
第
丁

二
係

国
保
「
海
の
家
・
山
の
家
」

・
優
先
受
け
付
け
(
国
保
加
入
者
)

対
象
卜
足
立
区
の
国
保
加
入
者
で
1
0
年

3
月
分
ま
で
の
保
険
料
奮
葫
し
て
い

る
方
申
込
卜
往
復
(
ガ
キ
に
代
表
者

の
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、

国
保
の
記
号
番
号
と
利
用
者
全
員
の
氏

名
、年
齢
を
明
記
期
限
日
5
月
1
5
日
～

3
1日
消
印
有
効

・
空
き
室
の
申
し
込
み

受
付
開
始
ト
マ
国
保
加
入
者
…
6
月
3
0

日

▽
区
内
在
住
・
在
勤
者
・・・
7
月
6

日

申
込
卜
電
話

ー

い
ず
れ
も
ー

施
設
=
表
1
※
く
わ
し
く
は
4
月
下

旬
に
お
送
り
し
た
i
保
だ
よ
り
」4

月
号
奮
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
申
・
問
先
卜

庶
務
係
〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本

町
1
-
1
7
-
―

表1　 国保「海の家・山の家」

も
う
1
枚
の
保
険
証

(学
)・
(遠
)の
保
険
証

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
で
、
家
族

の
一
部
が
就
学
、
出
張
・
旅
行
な
ど
で

住
ま
い
を
躇
れ
る
場
合
に
は
、
保
険
証

を
家
ぞ
に分
け
て
別
に
お
渡
し
し
ま
す
。

か
だ
し
亊
情
に
よ
ひ
嫐
す
の
で
、
手
続

き
の
前
に
必
ず
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。(学

)
(学
生
用
)
の
保
険
証

お
子
さ
ん
な
ど
か
区
外
に
居
住
し
て

就
学
す
る
と
き
、
世
帯
主
が
そ
の
方
の

単
活
費
等
を
援
助
し
て
い
る
場
合
に
、

罍
保
険
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

(遠
)
(遠
隔
地
用
)
の
保
険
証

家
族
が
旅
行
・
出
豕
な
ど
で
1
ヵ
月

以
上
、2
3区
外
に
離
れ
公
舎
や
、
足

立
区
外
に
施
設
入
所
す
る
場
合
に
、
潘

保
険
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。
た
だ
し
、

施
設
入
所
以
外
の
方
は
、
長
期
の
取
り

扱
い
は
で
膏
汞
せ
ん
。

申
込
日
国
民

健
康
保
険
証
/
届
出
人
の
印
鑑
/
在
学

証
明
書
(
学
生
証
)
袤
仭
欠
所
証
明

書
/
区
外
に
住
民
登
録
し
て
い
る
樊
=

は
住
民
票
を
窓
口
に
持
参

申
・
問
先

卜
資
格
賦
課
係

生

活

環

境

都
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

東
京
都
公
募

募
集
戸
数
H
あ
き
冢
4
千
戸
/
新
築
1
1
5

戸
募
集
お
よ
び
申
込
用
紙
配
布
期
間

卜
5
月
6
日
～
1
3
旦
土
・
日
を
啄
く
)

・
足
立
区
地
元
割
当
等

募
集
戸
数
日
都
靈

』宅
あ
き
冢
幽
尸
/

区
営
あ
き
冢
6
戸

募
集
お
よ
び
申
込

用
紙
配
布
期
間
日
5
月
2
2日
～
2
9日

王
・
日
啻
隊
ぐ
)

―

い
ず
れ
も
ト
ト

申
込
用
紙
(
申
込
の
し
お
り
)
配
布
場

所
卜
住
宅
管
理
係
、
各
区
民
事
務
所

斑
申
込
資
格
な
ど
く
わ
し
く
は
、「
申

込
の
し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問

先
H
住
宅
管
理
係

住
居
表
示
板
の
実
態
調
査
を
行
い
ま
す

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
、
街

区
表
示
螟
こ
家
屋
の
玄
関
な
ど
に
取
り

付
け
て
あ
る
町
名
・
住
居
番
号
表
示
板
(

緑
色
の
ア
ル
ミ
板
)
の
、
破
損
・
紛

失
等
に
つ
い
て
実
態
調
査
を
行
い
ま
夛
。

調
査
は
、7
月
下
旬
ま
で
の
予
定
で
、

区
の
腕
單
膏
付
け
た
委
託
業
者
が
行
い

朿
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
地
域
卜
島
根
一
～
四
T
皀
/
六
月

一
上
二
丁
目
/
東
六
月
町
/
谷
在
家
一

上
一丁
目

問
先
卜
住
居
表
示
担
当

燃
え
な
い
建
物
を
建
て
る
方
に
助
成
し
ま
す

(
1
0年
度
に
環
状
7
号
線
ほ
か
2
地
区
事
業
終
了
)

陌
にほ

、
大
地
震
時
の
火
災
に
対
し

安
全
な
「
避
難
路
」や

延
焼
遮
断
帯
」

を
整
備
す
る
た
め
、
都
市
防
災
不
燃
化

促
進
事
業
を
行
つ
て
い
ネ
す
。
こ
れ
は
、

不
燃
化
促
進
区
域
内
で
、
事
稟
実
施
期

間
中
に
一
定
の
基
準
に
合
っ
た
不
燃
建

築
物
意
孳
瓦
芳
に
工
事
費
の
一
部
を

助
成
す
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご効
用

く
だ
さ
い
。
鴛
築
工
事
着
手
ま
で
に

助
成
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
)
。

な
お
、
都
市
防
災
不
燃
化
促
進
事
業

は
、
現
在
図
1
の
5
地
区
で
実
施
し
て

い
ま
す
か
、
環
状
ヱ
頑

・
日
光
街
道

北
部
・
補
助
1
0
9号線
の
I
地
区
に
つ
い

て
は
、1
0年
度
で
事
業
終
了
と
な
n
ま

す
。
な
お
、
助
成
対
象
と
な
る
の
は
、

事
業
終
了
日
蝠
菠
し
て
い
る
建
築
物

で
す
。

※
不
燃
化
促
進
区
域
と
は
、

指
定
路
線
の
道
路
の
両
側
か
ら
お
お
む

ね
3
0
m以
内
の
区
域
、
お
よ
び
中
央
本

町
と
梅
島
の
一
部
区
域
で
す

問
先
卜

陌
火
ま
ち
づ
く
ひ
係

図1　 不燃化促進区域図

東
京
都
市
計
画
事
業

上
沼
田
南
土
地
区
画
整
理
事
業

事
業
計
画
(
案
)
の
説
明
会
と
縦
覧

施
行
区
域
卜
江
北
三
、
四
、
五
丁
目
の

各
一
部

マ
説
明
会
対
象
卜
関
係
権
利
者
日

時
卜
5
月
1
7
日
面
、午
後
2
時
～
4
時

/
仞
昴
、午
後
7
時
～
9
時
場
所

卜
上
沼
田
中
学
校

マ
縦
覧
日
時
日
5
月
1
9
日
1
6
月
―

日
、午
前
9
時
～
午
後
5
時
場
所
目

上
沼
田
南
地
区
相
談
所
(
上
沼
田
3
-

3
4
1
3
)問
先
卜
区
画
整
理
課
事
業
係

便利で安心　口座振替

特別区民税・都民税

国民健康保険料

国民年金保険料

申
込
卜
窓
口
に
預
(
貯
)
金
通
帳
、
通

帳
印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を
持
参

申
先
卜
預
(
貯
)
金
口
座
の
杏
分
迢

機
関
(
郵
便
局
を
含
む
)
、
ま
た
は
区

担
当
窓
口
、
区
民
事
務
所

問
先
U
▽

特
別
区
民
税
・
都
民
税
=・納
税
屎
整
理

係

マ
国
民
健
康
保
険
料
・
=国
民
健
康

保
険
屎
収
納
管
理
係

マ
国
民
年
金
保

険
料
・・・国
民
年
金
屎
保
険
料
係

軽
自
動
車
税
の
納
税
は

6
月
1
日
ま
で
に

1
0年
4
月
1
日
現
在
、
バ
イ
ク
や
軽

自
動
車
な
ど
否
所
有
し
て
い
る
方
に
、

平
成
1
0年
度
の
軽
自
動
車
税
納
税
通
知

書
を
お
送
n
し
ま
す
。納
期
限
は
6
月

1
日
で
す
。
お
早
め
に
近
ぐ
の
銀
行
、

郵
便
局
お
よ
び
区
役
所
、
区
民
事
務
所

の
窓
口
で
納
め
て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
=

軽
自
動
車
税
係

春
の
行
政
相
談

5
月
1
7日
～
2
3日

国
や
J
R

、N
T
T
な
ど
の
仕
事

に
対
し
、
苦
情
や
意
見
、
要
望
が
あ
n

ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
と
き
、
行
政

淞
径
民
の
パ
イ
プ
孥
と
し
て
、
総
務

庁
長
官
か
ら
委
属
さ
れ
た
行
政
相
談

委
員
(
下
表
)
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
次
の
とこ
ろ

で
も
相
談
岑
受
け
て
い
ホ
歹
。

マ
行
政
蕭
情
1
1
0
番
(
総
務
庁
関

東
管
区
行
政
監
察
局
)

g
(
3
2
1
3
)
1
1
0
0

F
A
χ
(
3
2
1
4
)
2
3
1
0

マ
東
京
総
合
行
政
相
談
所
(
西
武
J

パ
ー
ト
跋
居
7
階
、休
業
日
以
外

毎
日
受
付
)

昔
(
3
8
7
)
0
2
2
Q
)

行政相談委員一覧

掲
示
板

足
立
あ
か
し
あ
園
職
員
募
集

職
種
目
看
護
婦
/
宿
泊
介
助
指
導
員
/

通
園
バ
ス
添
乗
員
勤
務
時
間
卜
要
相

談
申
込
卜
5
月
2
0
日
ま
で
に
履
歴
書

夲
痔
参
場
・
申
・
問
先
=
足
立
あ
か

し
あ
園
青
#
4
1
3
0
-
5

登
(
3
8
4

旦
1
1
8
8

在
宅
重
症
心
身
障
害
児
(
者
)
訪
問

看
護
事
業
従
事
者
募
集

対
象
0
看
護
婦
の
免
許
夲
痔
つ
6
0歳
以

下
の
心
身
と
も
に
健
康
な
方

定
員
卜
3
0

人

申
込
目
電
話

期
限
=
5
月
2
0

日

申
・
問
先
卜
都
・
衛
生
局
母
子
保

健
課

酋
(
5
3
2
0
)
4
3
6
0

英
会
話
公
開
講
座
(
中
級
)

日
時
卜
6
月
6
日
～
(
甘
の
毎
週
土
曜

日
の
午
後
対
象
日
英
検
3
級
程
度
以

上
費
用
卜
2
千
円
申
込
H
往
復
(

ガ
キ
期
限
H
5
月
1
5
E
問
先
=
足

立
新
田
高
校
〒
m
一
・
〇
8
6
5
新
田
2

1
0
-
1
6
登
(
3
9
1
4
)
4
2
1
1

労
働
相
談

▽
街
頭
相
談
=
・
5
月
扨
茵
・
午
後
1

時
～
4
時
、
北
千
住
駅
西
口

▽
幽
張
相
談
・
=
5月
1
1日
卯
・
苔

㈲
、

午
後
2
T
4

時
、
西
新
井
サ
テ
ィ

問
先
卜
都
・
王
子
労
政
事
務
所

昔
(
3
9
8
)
6
1
1
0

新
規
学
卒
者
募
集
の
た
め
の
事
業
主

説
明
会

日
時
卜
5
月
2
1
日
困
、
午
後
2
時
～
4

時

場
餅
T
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

問
先

卜
足
立
公
共
職
業
安
定
所

昔
(
3
8
7
n
)
)
8
6
0
Q
)

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

申
込
方
法
が
「
往
復
ハ
ガ
キ
」
の
場

合
は
、
住
町
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
ま
で
。

日
出
店
者
募
集
卜

・
6

月
1
4日
剛

▽
谷
在
家
公
園

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
中
止

/
1
0
0
区
回
/
出
店
料
千
円
/
往
復
(
ガ

キ
/
〒
1
2
3
・
8
7
9
9

足
立
西
郵
便
局

留
フ
レ
ン
ズ

関
口

昔
(
5
6
9
1
)
3
6
6
2

▽
し
ょ
う
ぶ
沼
公
園

午
煎
…
蒔
～
午
後
2
時
※
雨
天
の
場

合
は
2
1日
㈲
/
8
0区
画
/
出
店
料
千
円
/

往
復「
ガ
キ
/
〒
1
2
0・0
0
0

」夫

谷
田
団
地
内
郵
便
局
留
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ

ア
サ
ー
ク
ル

小
山

昔
(
3
6
8
)
8
5
2
7

( 掲示 板) ● 東京家庭裁判所の案内サービス
家庭裁判所の家事事件手続について、電話またはFAX による案内サービスを始めました。夜間・休日を問 わず、24時間利用でき ます。S3503- 4355
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催
し
物
ガ
イ
ド

青
年
講
座

「
カ
ヌ
ー
体
験
」

日
時
卜
6
月
7

日
旧

・
1
4日
面

、午
前
1
0時

～
正
午

煬
硴
T

江

戸
川
河
川
敷
(
J
R

武
蔵
野
線
鉄
橋
下
)

対
象
=
初
め
て
カ
ヌ

ー
に
乗
る
高
校
生
以

上
の
青
年
男
女
(

泳

げ
忝
人
に
限
る
)

定
員
卜
2
5人

費

用
卜
則
円
(
傷
害
保
険
料
)

申
込
卜

電
話

期
限
=
5
月
3
0日

申
・
問
先

卜
青
年
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

1
6ミ
リ
映
写
機

操
作
講
習
会

日
時
卜
6
月
8
日
～
1
3
日
、
午
後
6
時
～

&
時

対
象
り
区
内
在
住
・
在
勤
の
1
6

歳
以
上
の
方
で
、
全
日
程
受
講
可
能

な
方

定
員
U
2
0人
(
抽
選
)

費
用
卜

無
料

申
込
卜
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
「一樛
0

講
習
会

応
募
」
と
明
記

期
限
H
5
月
3
1日
必

着

※
例
年
1
0月
に
実
施
し
て
い
る
講

習
会
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
ぐ

だ
さ
い

場
・
申
・
問
先
日
中
央
図
書

館

〒
1
2
3・0
8
5
L

梅
田
7
1
1
3
-
1

豐
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

「
花
の
栽
培

講
習
会
」

サ
ル
ビ
ア
・
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど

「お
い
た
の
定
立
を
つ
く
る
区
民
協
議

会
」で
は
、花
い
っ
ぱ
い
運
勲
と
し
て
、

花
の
栽
培
講
習
会
を
開
膏
乖
曇
。日

時
レ
応
分
日
團
、午
後
2
時
～
4
時

場
所
ト
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

対
象
卜
区

内
に
在
住
・
在
動
の
方

内
容
ト
サ
ル

ビ
ア
な
ど
の
育
て
方

定
員
卜
9
0人
(

先
着
順
)

費
用
卜
無
料

申
込
日
電

話

期
限
卜
5
月
1
5日

申
・
問
先
日

地
域
振
興
課
育
成
係

三
区
合
同

シ
ル
バ
ー

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

演
奏
会

墨
田
、
葛
飾
、
足
立
の
三
区
2
局

演
奏
会
を
行
い
嫐
す
。
日
時
日
6
月

7
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時
場

所
ト
ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ
ィ
・
西
新

井
文
化
ホ
ー
ル

費
用
卜
無
料

問
先
卜
文
化
振

興
係

▼ 足立シルバー
アンサンブル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
保
険
の
更
新

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
保
険
は
、

毎
年
7
月
1
日
に
自
動
的
に
更
新
さ

れ
聿
瓦

た
だ
し
、
団
体
の
代
表
者

を
変
更
し
て
い
る
場
合
は
、
代
表
者

変
更
届
が
必
要
で
歹
の
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

な
お
、新
規
加
入
も
隨
時
客
抖

け
て
い
ま
す
。
問
先
卜
生
涯
教
育

推
進
課
計
画
係

東
京
足
立

少
年
少
女
合
唱
団

第
2
9回
定
期
演
奏
会

日
時
U
5
月
曹
缶

、
午
後
6
時
3
0分

開
演

場
所
ト
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル

費
用
=
千
円
(
全

席
自
由
)

曲
目
日
「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ

ス
」「
の
ば
ら
」「
埴
生
の
宿
」
ほ
か

問
先
=
事
務
局
・
薬
師
神

容
(
3
8
5
2
)
3
2
3
2
(

夜
間
)

真
法
文
化
振
興
係

'
9
8
現
代
美
術
新
鋭

W
A
R
K
(
動
)
展

現
代
美
術
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、

足
立
区
内
外
刄
碩
躍
し
て
い
る
作
家
の

協
力
に
よ
n
農
覧
会
を
開
き
ホ
す
。

日
時
卜
5
月
2
3
日～
3
1
日
、
正
午
卜
午

後
7
時
(
最
終
日
午
後
i
時
)

場
所
=

綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

費
用
H
無
料

問

先
卜
文
化
振
興
係

地
域
指
導
者

養
成
講
座
I

「
子
ど
も
と
キ
ャ
ン
プ
」

子
ど
私
と
キ
ャ
ン
プ
の
関
箜
酉
直

し
、
キ
ャ
ン
プ
の
あ
り
方
を
考
凡
て
み

ま
せ
ん
か
。
日
時
卜
6
月
1
6
・
2
3
・
3
0

日
、
い
ず
れ
も
火
曜
日
。
午
後
7
時～

9
時

煬
衂
T
青
年
セ
ン
タ
ー

対
象

凵
1
6歳
以
上
で
青
少
年
団
体
活
動
や
青

少
年
教
育
活
動
等
に
携
わ
っ
て
い
る
方

興
味
・
関
心
の
あ
る
方

講
師
卜
神
谷

明
宏
氏
(
日
本
キ
ャ
ン
プ
専
門
委
員
)

費
用
卜
無
料

申
込
卜
電
話

期
限
卜
6

月
6
日

申
・
問
先
卜
少
年
育
成
係

家
庭
用
は
か
り

無
料
検
査

対
象
卜
体
温
計
/
寒
暖
計
/
体
重
計
/

料
理
用
は
か
り
/
血
圧
計
(
腕
や
手
首

に
腕
帯
夲
疉
い
て
酊
る
タ
イ
づ
乙
日

程
等
ト
マ
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
・
・
・
5
月
2
2

日
窗
マ
伊
興
セ
ン
タ
ー
・
=
5
月
2
5
日

卯
時
間
卜
午
前
m
一
時
～
午
後
4
時

費
用
=

無
料

問
先
卜
消
費
者
セ
ン
タ

ー
a
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

都
政
情
報
提
供

シ
ス
テ
ム
の

検
索
機
器
設
置

区
で
は
、
い
黯
早
く
都
政
情
報
を
区

民
の
方
々
に
提
供
す
る
た
め
、
中
央
図

書
館
の
2
階
に
検
索
機
器
素
髪
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内

容
卜
都
立
図
書
館
の
蔵
書
情
報
/
都
の

生
涯
学
習
情
報
/
都
の
主
要
な
行
事
や

生
活
関
連
情
報
/
知
事
発
言
集
な
ど

問
先
=
中
央
図
書
館

昔
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

学びの情報を電話でキャッチ!

生涯学習情報ダイヤル
3605- 7181( 生涯学習館)

午前10時～午後5時
※生涯学習館の休館日を除く毎日

あなたの探す講 座やイベントを、区内 情報を中心に、いつ、どこで開催されるかをご案内します。

おわびと訂正

国民年 金保険料の10年度
前期 納付書に同封しまし
たチラシの中に一部誤り
があり ました。おわびし
て訂正いたし ます。 問
先= 国民年金課保険料係

し
ょ
う
ぶ
の
季
節
の
施
設
見
学
会

個
人
対
象
(
区
内
在
住
・
在
勤
者
)

日
程
U
6
月
1
3
日
、1
6
日
～
1
9
日
の
各

※
(
ガ
キ
ー
枚
で
叉

ま
で

団
体
対
象
(
2
0
-
3
0
人
の
区
内
団
体
)

日
程
卜
6
月
2
0日

―

い
ず
れ
り
卜

時
間
卜
午
前
9
時
迴
了
午
後
4
時
1
0

分

内
容
H
し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
、
郷
土

博
物
館
、
都
市
農
業
公
園
等
の
見
学

定
員
卜
各
ぽ
3
0人
(
抽
選
)

費
用
=

無
料
(
昼
食
を
準
備
し
て
ぐ
だ
さ
い
)

申
込
U
往
復
(
ガ
キ
に
団
体
・
個
人
の

別
、
参
加
者
全
員
(
団
体
の
場
合
は
代

表
者
の
み
)
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、希
望
日
産
明
記
期
限
H
6
月
2

日
必
着
申
・
問
先
卜
広
報
係
〒
1
2
0

・
8
?
a
中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

みん な の

ぺ ー ジ

5
月
に
ち
な
み
、

思
う
こ
と

樋
渡
光
示
さ
ん
( 48)

(江
北
四
丁
目
)

5
月
、
私
の
好
袞
裟
葉
の
こ
ろ
が

巡
っ
て
く
る
。
そ
し
て
決
ま
っ
て
あ
の

シ
ー
ン
が
よ
み
か
况
る
。
十
数
年
前
、

長
い
入
蓼
君

か
ら
ぶ
つ
や
く
解
放
さ

れ
た
日
、
窓
の
外
に
広
が
豆
化と
緑
の

世
界
。
再
牛
百
れ
た
わ
が
身
の
命
の
芽

吹
き
と
眼
に
映
る
緑
を
重
ね
、
わ
登
の

が
る
喜
び
を
し
み
じ
み
と
味
む
つ
。

以
来
、
イ
チ
ョ
ウ
の
緑
が
好
き
に
な

り
、
想
像
す
る
だ
け
で
元
気
に
な
れ
る

気
さ
え
す
る
。
そ
の
こ
ろ
た
っ
た
か
、

イ
チ
ョ
ウ
は
雌
雄
別
株
で
あ
る
こ
と
や
、

ぎん
な
ん
に
は
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
宿

る
こ
と
な
ど
哭

家
族
か
ら
藺
か
さ
れ

た
ぷ
つ
に
記
憶
し
て
い
る
。
最
近
、
街

路
樹
か
ら
芬
公
妛
ん
な
ん
に
よ
っ
て

ス
リ
ッ
プ
事
故
が
起
き
て
い
る
こ
と
湯

知
っ
た
。

そ
の
う
ち
、
イ
チ
ョ
ウ
も
。
街
路
樹

と
い
う
仕
事
が
ら
、子
巖

肓
ん
な
ん
)

を
匣
む
こ
齠
官
た
め
ら
っ
た
り
夛
る
の

か
し
う
な
ん
て
、
連
想
ゲ
ー
ム
を
始
め

る
。

施
設
見
学
会
が

誕
生
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

久
保
田
美
代
子
さ
ん
( 69)

(
青
井
四
丁
目
)

区
の
施
設
見
学
会
に
申
し
込
ん
だ
と

こ
ろ
、
落
選
で
が
っ
か
り
。
と
こ
ろ
が
、

キ
ャ
ン
セ
ル
が
で
た
の
で
、
繰
口
よ
げ

で
参
加
で
き
る
こ
と
に
な
り
走
じ
た
。

そ
の
E
は
私
の
誕
生
E
で
、
お
か
け
様

で
6
9歳
9

害
出
発
点
に
立
た
せ
て
い

た
だ
空
ぶ
し
た
。
郷
十
薄
物
館
ま
で
の

素
隋
ら
し
い
桜
並
木
、
都
市
農
業
公
園

の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ほ
か
、
き
れ
い
な

花
々
を
し
っ
か
n
と
頭
に
植
え
付
け
ま

し
た
。
私
に
と
っ
て
見
学
会
は
、
神
様

が
く
れ
た
素
敵
な
誕
生
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

な
り
声
じ
た
。

「
お
母
さ
ん
へ
」
横
田
久
美
さ
ん
(
伊
興
小
3
年
)

「
こ
い
の
ぼ
り
」
一
瀬
実
香
瑠
さ
ん
(
栗
鳥
中
1
年
)

「自分の絵をかきました 」坂井祥子さん

(辰沼小3 年)

「
柳
原
千
草
園
の
ア
ン
ズ
(
撮
影
3
月
)
」
白
鳥
幸
明
さ
ん

(
柳
原
一
丁
目
・
5
0歳
)

毎
月
1
0日
号
の
「
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ
」
を
お
楽
し
み
に

イ
ラ
ス
ト
・
身
近
な
話
題
を
募
集
中

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
や
身
祺
な
話
題
を
寡
集

し
て
い
欒
歹
。
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
(
希
望
す
る
屶
は
ペ
ン
ネ
ー
ム

も
書
い
て
ぐ
だ
さ
い
)
、
電
話
番
号
、
年
齢
(
学
年
)
を
明
記
し
て
、

ど
」と
し
ご
応
募
ぐ
だ
さ
い
。

申
・
問
先
=
広
報
係

〒
1
2
0
・
(
q
y
A
u

中
央
本
町
1
1
1
7
j
l



1998 年( 平成10 年) 5 月1O 日あ だ ち 広 報第1207号 ( 8)

い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
②

荒
川
河
川
敷

毎
日
は
、
家
族
で
お
父
霈
ん
の
サ
ッ

カ
ー
の
応
援
に
来
た
ん
で
す
。
わ
ざ
わ

ざ
遠
ぐ
ま
で
出
か
け
な
く
て
も
、
近
ぐ

に
こ
れ
だ
け
の
自
然
の
空
間
が
あ
れ
ば

い
い
で
す
冫
ね
。子
供
た
ち
は

己
い

と
い
う
だ
け
で
、
お
お
は
し
ゃ
ぎ
で
走

ひ
ま
わ
っ
て
い
ま
す
よ
」
ぶ
畄
さ
ん
(

島
根
二
丁
目
)
。

天
気
の
良
い
休
日
に
は
た
く
さ
ん
の

人
々
が
ぷ
他
川
囘
川
敷
膏
葯
れ
ま
す
。

野
球
や
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
人
た
ち

の
ほ
か
に
も
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
サ
イ
ク

リ
ン
グ
、
日
光
浴
夸
す
る
人
や
、
そ
り

遊
び
に
夢
中
の
子
供
た
ち
、
お
弁
当
を

広
げ
る
家
族
連
れ
・
:
と
、
さ
ま
ぎ
ま

に
こ
の
河
川
敷
を
薬
し
み
に
や
っ
て
来

ま
す
。

泰
之
、
こ
の
自
然
環
境
は
人
間
だ
け

で
な
く
、
ヒ
バ
ジ
な
ど
の
烏
た
ち
に
と

っ
て
も
い
こ
い
の
場
所
の
ぷ
つ
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
今
度
の
休
日
に
は
、
青
い

空
を
飛
ぶ
ヒ
バ
リ
の
墨
窯
署
に
出
か

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

吉
田
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー

(
鹿
浜
橋
グ
ラ
ウ
ン

ド
)

荒 川土手( 堀之内一丁目)

花
だ よ り

「躑躅( つつじ)」

こ
の
季
節
、
公
園
や
街
路
の
植
栽
帯

に
紫
や
磴
、
白
色
な
ど
の
花
が
目
に
つ

く
と
思
い
毒
罵

そ
の
ほ
冫
ん
ど
が
つ

つ
じ
類
で
す
。

単
に

う
つ
じ
」
と
い
う
名
前
の
つ

い
た
値
物
は
な
く
、
こ
の
一
属
鷽
総
称

し
た
呼
び
名
で
、
わ
が
国
に
は
自
生
種

の
も
の
だ
け
で
9
5種
類
も
あ
ひ
ま
す
。

こ
の
中
で
一
般
的
に
栽
培
さ
れ
て
い
る

も
の
が
公
園
等
に
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

。オ
オ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ
″
や

。リ
ュ

ウ
キ
ュ
ウ
ツ
ツ
ジ
气
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ

ジ
≒

ク
ル
メ
ツ
ツ
ジ
气
ヒ
ラ
ド
ッ
ッ

ジ
〟
、
少
誣
れ
て

ぜ
ツ
キ
ッ
ッ
ジ
ふ

な
ど
が
咲
き
競
い
ま
す
。

。サ
ッ
キ
ッ
ッ
尸

は
小
型
で
、
枝
の

形
が
自
由
に
整
え
ら
れ
る
特
長
を
生
か

し
て
盆
栽
と
し
て
も
改
良
さ
れ
、
多
く

の
I
郢
が
あ
2

ヂ

。

ぐ
ウ
ダ
ン
ツ
ッ
尸

は
白
い
す
ず
ら

ん
状
の
花
形
を
し
て
い
る
の
で
見
分
け

や
す
い
で
し
ょ
う
。

蝶
に
な
っ
た
っ
も
り
で
、
爛
漫
の
花

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

レンゲ ツツジ
絵: 矢萩和子さん( 鹿浜五丁目)

スケッチあだち
このコ ーナーではまちの情報・話題を

お待ちしていま す。

問 先= 広 報係 　3880- 5111 ㈹

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
満
開

河
川
敷
に
大
花
壇
が
完
成

4月下旬、都市農業公園の荒川河川
敷緑地に 広さL606m2 の大花 壇が完成
し ました。区 の花、チューリップ34, DO( )

球が陋えられ、黄・赤・紫・白・ピンクの
花で人気アニメキャラクターを描き、
訪れた 人の目を楽し ませていまし た。

毎日が防犯日・
交通安全日

千住警察署一日署長に

田村亮子さん( 3/5)
由美かおるさん( 4/5)

由
美
か
お
る
さ
ん

北
千
住
駅
頭
に
立

つ
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
人
垣
が
で
き
て

握
手
攻
め
に
。
道
行
く
人
た
ち
に
チ
ラ
シ

を
配
り
な
が
ら
、
さ
わ
や
か
な
笑
顔
で
交

通
安
全
を
訴
え
ま
し
た

▲ 全国交通安全運動1001回記念出動式( 4/ 3)
区役所正面玄関前のロータリーに、オープン
カー3 台、ミニパト3台、白バイ15台が勢ぞ
ろいし、区内三篶へ向けてパレードしました

▲
「
柔
ち
ゃ
ん
」こ
と
田
村
亮
子
選
手

潤
徳
女
子
高
等
学
校
体
育
館
で
区

民
頤
人
を
前
に
、
青
少
年
の
非
行
防

止
と
防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

講
演
を
行
い
ま
し
た

園
児
た
ち
が

ポ
ス
ト
清
掃

ポ
ス
ト
愛
護
週
間
T
月
1
4
日
～
2
0

旦

に
ち
な
ん
で
、4
月
1
6日
に
千
住

循
歹
ま
保
育
園
の
年
長

了
歳
児
)
さ

ん
2
5人
ぢ
笠

郵
便
局
前
の
ポ
ス
ト
清

掃
に
訪
れ
ま
し
た
。5
0本
の
か
わ
い
ら

し
い
手
で
ぴ
匐
い
か
に
磨
か
れ
た
ポ
ス

ト
は
、
と
て
も
う
れ
し
そ
う
。
清
掃
の

後
は
局
内
を
見
学
。(
ガ
キ
や
手
紙
を

目
に
も
止
ま
ら
ぬ
速
さ
で
仕
分
け
す
る

機
械
に
歓
声
を
あ
げ
て
い
嫐
し
た
。

ふしぎなからくりに、
みんなびっくり! !

3
月
2
5
日
～
4
月
5
日
ま
で
、ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
た
『
か
ら
く

り
ワ
ン
ダ
ー
「
ウ
ス
」
で
多
く
の
皆
さ

ん
が
ふ
し
炙
淦
扁
を
し
ま
し
た
。
会

場
の
展
示
ル
ー
ム
で
は
、
親
子
づ
れ
や

子
ど
も
た
ち
の
歓
声
や
驚
き
罍
声で
い

っ
ぱ
い
。い
ろ
い
ろ
考
え
て
、
頭
が
少

し
柔
う
か
く
な
っ
た
か
な
?

どちらが近くに見えますか?
正解は5 が後ろです

ど
ち
ら
も
で
っ
ぱ
っ
て
見

え
ま
す
が
、
実
際
に
は
右
側

は
へ
こ
ん
で
い
ま
す

▲ 決められた手順通 りにしないと
引き出せない 「からくりたんす」
に親子で挑戦中! !

音楽で
地域交流と国際貢献

扇
中
学
校
で
は
、
授
業
で
東
南

ア
ジ
ア
に
つ
い
て
学
ぶ
だ
け
で
な

く
、「
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
を
」

と
、
タ
イ
北
部
の
小
学
生
に
文
房
具
を

寄
贈
し
て
い
ま
す
。

吹
奏
学
部
に
よ
っ
て
3
月
1
5日
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
扇
で
行
わ
れ
た

「ふ
れ
あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
」で
も
、
1
0
0
人
の
入
場
者
か
ら
、
7

万
3
千
円
の
募
金
と
、
ノ
ー
ト
や
色
鉛

筆
の
つ
ま
っ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
二
つ
半

が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
募

金
と
文
具
は
、
4
月
1
6日
に
タ
イ
国
立

コ
ン
ケ
ー
ン
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
に
手
渡

さ
れ
、
タ
イ
の
小
学
生
の
た
め
に
役
立

つ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◎ 「あ だち広 報」は再生紙を使用して います O. S. Hi . 　240, 000


